
現
在
、
通
級
学
級
（
情
緒
障
害
）
は

小
学
校
3
校
に
、
中
学
校
２
校
に
週
１

か
ら
２
日
、
足
立
区
中
の
在
籍
校
か
ら

通
学
し
て
い
ま
す
。

学
習
困
難
の
性
質
や
程
度
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て

お
り
、
ひ
と
つ
の
学
校
が
大
規
模
化
す

る
と
、
必
要
な
き
め
こ
ま
か
な
個
々
の

指
導
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
学
校

は
２
校
し
か
な
く
小
学
校
卒
業
後
の
進

路
の
受
け
皿
が
十
分
に
あ
り
ま
せ
ん
。

千
住
地
区
、
舎
人
地
区
な
ど
に
通
級

学
級
を
増
設
し
て
大
規
模
化
解
消
を
進

め
、
保
護
者
が
送
迎
で
き
な
い
た
め
に

通
学
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
遠
距
離
通
学
の
緩
和
も
図
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
＝
小
学
校
卒
業
の
ほ
と
ん
ど
が
通

常
学
級
に
進
学
し
て
い
る
。
中
学
校
で

は
通
級
学
級
を
利
用
す
る
多
く
の
生
徒

が
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
。

在
籍
校
へ
の
段
階
的
登
校
を
目
標
に
し

て
お
り
、
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

驚
く
べ
き
答
弁
！

通
級
学
級
は
1
学
級
10
人
で
編
成
さ

れ
る
た
め
、
学
校
は
教
室
を
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
三
つ
に
仕
切
る
な
ど
工
夫
し

て
教
室
不
足
を
補
っ
て
い
ま
す
が
と
な

り
の
音
等
が
聞
こ
え
る
状
況
は
解
消
し

ま
せ
ん
。
個
別
指
導
が
出
来
る
よ
う
に

人
数
に
応
じ
た
教
室
や
指
導
に
欠
か
せ

な
い
調
理
学
習
が
で
き
る
よ
う
施
設
整

備
を
早
急
に
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
答

弁
を
求
め
ま
す
。

答
弁
＝
今
後
も
児
童
・
生
徒
の
課
題
に

応
じ
た
学
習
環
境
の
整
備
を
図
る
。

足
立
区
は
東
京
都
内
で
外
国
人
児
童
・

生
徒
数
が
一
番
多
く
現
在
、
小
学
校
に

513
人
、
中
学
校
に
308
人
在
籍
し
、
日
本

語
が
十
分
に
学
べ
な
い
た
め
に
不
登
校

が
多
く
、
進
学
・
就
職
が
困
難
を
き
た

す
実
態
が
あ
り
ま
す
。
就
労
支
援
と
し

て
福
祉
事
務
所
に
中
国
帰
国
者
支
援
相

談
員
が
配
置
さ
れ
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
が
本
来
の
義
務
教
育
の
中
で
充
実
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

２
３
区
で
昼
間
の
日
本
語
学
級
が
あ
る

の
は
小
学
校
で
11
区
に
、
中
学
校
は
５

区
に
あ
り
ま
す
が
、
足
立
区
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
足
立
区
に
も
小
・
中
と
も
に

昼
間
の
日
本
語
教
室
が
必
要
だ
が
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
＝
日
本
語
学
級
は
１
０
名
以
上
の

通
級
を
持
っ
て
開
設
す
る
。

開
校
し
た
場
合
、
足
立
区
全
域
か
ら
通

級
す
る
こ
と
に
な
り
、
登
下
校
の
安
全

や
学
習
時
間
の
保
障
を
考
え
た
場
合
、

日
本
語
適
応
指
導
教
師
の
派
遣
が
効
果

的
。足

立
区
の
日
本
語
適
応
指
導
教
師
の

配
置
は
、
原
則
と
し
て
週
2
回
、
1
回

あ
た
り
２
時
間
で
、
小
学
校
は
６
ヶ
月

以
内
、
中
学
校
は
９
ヶ
月
と
し
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
ば

あ
い
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
が
最
大
で
1
年
間
で
、
学
校
か

ら
申
請
し
て
も
教
育
委
員
会
が
認
め
な

け
れ
ば
延
長
で
き
ま
せ
ん
。

区
の
担
当
者
は
「
会
話
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
」
と
い
い
ま
す
が
、
会
話

だ
け
で
は
授
業
の
理
解
は
出
来
ま
せ
ん
。

義
務
教
育
を
受
け
る
全
て
の
外
国
人
の

児
童
・
生
徒
の
教
育
を
保
障
す
る
日
本

語
教
師
を
増
や
し
、
授
業
日
数
は
基
礎

的
な
教
科
学
習
が
で
き
る
ま
で
増
や
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
＝
現
在
、
充
実
し
て
い
る
と
思
う
。

授
業
日
数
は
基
準
が
あ
る
が
習
得
状
況

に
よ
り
延
長
し
て
い
る
。

ど
ん
ど
ん
申
請
し
て
認
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
！文

部
科
学
省
委
託
事
業
の
「
定
住
外

国
人
の
子
ど
も
の
就
学
支
援
事
業
」
は
、

景
気
後
退
が
回
復
す
る
ま
で
の
緊
急
措

置
と
し
て
平
成
２
１
年
１
０
月
に
事
業

開
始
、
３
年
間
の
計
画
で
す
。
日
本
語

が
分
ら
な
い
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
内
容
は
日
本
語
教
育
、
教
科
学

習
支
援
、
高
校
受
験
対
策
、
自
立
学
習

訓
練
、
学
校
適
応
支
援
、
進
路
支
援
、

悩
み
相
談
な
ど
で
、
全
国
40
ヶ
所
に
事

業
所
が
あ
り
、
日
本
語
を
学
び
た
い
人
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区議会控室 ℡ 3880-5770（直通）

さとう純子自宅 ℡ 5691-5955 (FAXも)

さとう純子事務所 ℡ 3856-5634

２０１１・１２・１８

№７６５

第４回定例議会
一般質問に立ちました
特別支援学級の子どもたち、不登校の子どもたち、
外国人の子どもたち、病気の子どもたち、みんなが大
切にされ、安心して学べる教育環境をつくることが足
立区教育委員会の仕事です。 さとう 純子

通
級
学
級
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
を
卒
業
し
て
も
行
き
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。

き
め
細
か
な
指
導
を
す
る
た
め
に
は

個
別
指
導
が
必
要
で
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
不
十
分
で
す
。

東
京
都
内
で
外
国
人
の
児
童
・
生
徒

多
い
の
は
足
立
区
で
す

「
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
」
だ

け
で
は
日
本
語
を
習
得
し
た
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん

文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
定
住
外
国

人
の
子
ど
も
の
就
学
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
質
問

前
号
に
つ
づ
き
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

特
別
支
援
通
級
学
級
（
情
緒
障
害
）
の

充
実
。
日
本
語
教
育
の
充
実
。
応
急
給
水

槽
の
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

あまりにひどい答弁に再質問するさとう純



の
「
か
け
込
み
寺
」

の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

事
業
所
の
ひ
と
つ

「
あ
だ
ち
多
文
化

子
ど
も
・
若
者
日

本
語
教
室
」
に
は
18
人
の
小
・
中
学
生
が
学

ん
で
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先
生

は
「
勉
強
が
分
る
と
子
ど
も
た
ち
の
顔
が

輝
き
ま
す
」
「
意
欲
的
に
な
っ
て
い
く
の
が

よ
く
分
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
3
年
間

の
事
業
は
今
年
の
12
月
20
日
で
終
了
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
所
が
な
く
な
っ
た
ら
子
ど
も
た

ち
の
行
き
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
区
と
し
て

事
業
の
継
続
を
国
に
求
め
る
べ
き
だ
が
ど

う
か
。
ま
た
、
事
業
所
の
実
施
団
体
と
し

て
鈴
鹿
市
や
豊
川
市
で
は
自
治
体
が
実

施
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
多
い
足
立
区

と
し
て
も
支
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
答
弁

を
求
め
ま
す
。

産
業
経
済
部
長
答
弁
＝
区
と
し
て
直
接

的
な
関
与
を
し
て
お
ら
ず
、
国
に
事
業
の

継
続
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

さ
と
う
再
質
問
＝
文
部
科
学
省
の
事
業

で
あ
り
、
産
業
経
済
部
長
に
答
弁
を
求
め

て
い
な
い
。
足
立
区
教
育
委
員
会
と
し
て
、

日
本
語
教
育
充
実
の
た
め
に
文
部
科
学

省
に
継
続
を
求
め
る
考
え
を
聞
い
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長
答
弁
＝
ど
ち
ら
が
答
弁

し
て
も
同
じ
、
国
に
要
請
す
る
考
え
は
な

い
。

足
立
区
教
育
委
員
会
は
、
事
業
所
が

足
立
区
内
に
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
と

い
う
実
態
で
、
あ
る
学
校
の
副
校
長
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
の
事
業
所
を
知
っ
て
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
区

と
し
て
も
事
業
所
と
学
校
を
結
ぶ
パ
イ
プ

を
持
ち
、
足
立
区
の
日
本
語
教
育
を
充

実
す
べ
き
と
だ
が
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

最
後
に
東
京
都
は
、
東
京
湾
北
部
を
震
源

と
し
たM

7.3
の
地
震
が
発
生
し
た
時
の
足

立
区
の
被
害
予
測
で
水
道
の
断
水
率
は
７

３
％
以
上
と
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
内
に
は
、
応
急
給
水
槽
６
ヶ
所
と

給
水
所
１
ヵ
所
し
か
な
く
、
足
立
区
西
部

の
環
七
で
遮
断
さ
れ
て
孤
立
す
る
西
南
地

域
に
は
１
ヶ
所
も
あ
り
ま
せ
ん
。
荒
川
・
隅

田
川
に
囲
ま
れ
た
新
田
、
小
台
・
宮
城
地

域
は
、
橋
が
使
え
な
く
な
る
と
水
の
確
保

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
大
で
す
。
足

立
区
の
西
南
地
域
に
応
急
給
水
槽
を
早

急
に
設
置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
弁
＝
災
害
時
の
水
の
確
保
は
重
要
。
東

京
都
に
対
し
、
計
画
か
ら
設
置
ま
で
の
流

れ
、
機
関
、
設
置

の
可
能
性
な
ど

打
診
し
た
。
今
後

も
、
応
急
給
水

槽
の
設
置
に
つ
い

て
引
き
続
き
東

京
都
に
要
望
し
て

い
く
。
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小
台
・
宮
城
、
新
田
地
域
に
応
急
給

水
槽
の
設
置
を
求
め
る

日
本
語
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
手
立
て
を
立
て
る
べ
き

さとう純子の生活相談会
定例は第１・第３土曜日ですが年末・年始は都合により変更に

なりますので確認のうえ相談事務所に来てください。

１２月２４日（土）
１月 ７日（土）
１月２１日（土）
午前１０時～小台・宮城地域 電話３９１９－９２１６
午後１３時～鹿浜地域 電話 ３８９９－８５０１
午後１６時～江北地域 電話 ３８５６－５６３４

★法律相談は弁護士を紹介します。

★どんなことでもお気軽に声をかけてください。

★お急ぎの方はいつでも連絡してください。折り返し連絡します。

★年末・年始は区役所控室にはいませんので自宅５６９１－５９５５に

電話あるいは ＦＡⅩで連絡してください。

★留守番電話になっていますので必ずお名前と電話番号を入れて

ください。

１２月２日本会議で一般質問に立つ

母が亡くなり都営住宅に住み続け

られない
相談＝都営住宅の承継ができる６０歳の

誕生日直前に母（名義人）が亡くなりまし

た。西新井窓口センターに相談すると

「たとえ一日でも６０歳未満は承継を認め

ない」といわれ途方にくれています。

さとう＝障害者、病気等の理由があれば

承継ができる場合があります。また、この

ようなひどい仕組みを止めるように東京

都に意見を上げていきます。

根本的な解決は都営住宅を増設する

ことです。ご一緒にがんばりましょう。

年金収入しかなくても必ず確定申告した方がいいのでしょうか
相談＝介護保険料がどうしてこんなに高いのでしょうか。夫が入院していっぱいお金が

かかったのに区役所に確定申告の相談に行ったら「年金だけなら申告しなくてもいいで

す」といわれてそのままになっていますがどうすればいいのでしょうか。

さとう＝都営住宅に住んでいる方は家賃を決めるために必ず申告します。課税証明書

を提出しなければ「非課税世帯」であっても基準の家賃になってしまうからです。また

「非課税」であれば家賃の減免ができるからです。

このように年金収入だけでも医療費控除、寄付控除など控除されるものがあれば、確

定申告をすることによって、様々な保険料や税金の減免対象になることがありますので

私は全員申告をすることを薦めています。

交通事故の相談。借金の相談。相続

の相談等は弁護士を紹介しています。

生活保護を受けざるを得ない相談が

増えていますが「仕事がない」「医

療費がない」「家賃が高い」「自営

業の倒産」など政治の責任が大きい

と思っています。 さとう
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自
然
（
再
生
可
能
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

原
発
と
は
異
な
り
、
「
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
小
規
模
分
散
型
の
供
給
が
最

も
効
果
的
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
自
治
体
か
ら
発
信
で
き
る
施
策

で
す
。

先
進
国
の
ド
イ
ツ
で
は
、
小
さ
な
村

単
位
で
住
民
出
資
で
風
力
や
太
陽
光
の

共
同
発
電
所
を
設
置
し
雇
用
も
創
出
、

売
電
収
入
で
地
域
経
済
も
活
性
化
し
て

い
ま
す
。
空
い
た
畑
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
作

物
（
麦
・
ひ
ま
わ
り
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

柳
・
菜
種
）
を
混
在
さ
せ
て
育
て
る
こ

と
で
、
良
い
土
づ
く
り
と
効
率
も
上
げ

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
専
門
家
に
い
わ

せ
る
と
「
日
本
は
技
術
も
あ
り
、
世
界

有
数
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
。
ド

イ
ツ
に
は
休
耕
田
な
ん
て
な
い
。
な
ん

で
有
効
活
用
し
な
い
の
か
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
の
こ
と
で
す
。

国
内
で
も
国
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
に

指
定
さ
れ
「
明
日
の
環
境
首
都
」
に
選

ば
れ
た
飯
田
市
で
は
、
中
期
目
標
50
％

削
減
、
長
期
目
標
70
％
削
減
を
明
示
し
、

住
民
と
の
共
同
で
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ

ス
・
小
水
力
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
と
り
く
み
始

め
て
い
ま
す
。
太
陽
光
や
風
力
を
活
用

し
た
国
内
の
「
市
民
共
同
発
電
所
」
も

で
２
０
０
カ
所
を
超
え
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。

要
は
や
る
気
で
す
。

さとう純子の
生活相談会

定例は第１・第３土曜日です

１０月１５日（土）
１１月 ５日（土）
午前１０時～小台・宮城地域

電話 ３９１９－９２１６

午後１３時～鹿浜地域

電話 ３８９９－８５０１

午後１６時～江北地域

電話 ３８５６－５６３４

★法律相談は弁護士を紹介します

★どんなことでもお気軽に声をかけてく

ださい。

注 １１月５日（土）鹿浜地域の

相談会は上沼田小学校の４０

周年記念式典のため休みます。

※ 相談はいつでも受け付け

ますので連絡してください。
（予約も受け付けます）


